
９月９日　美幌保育園イモ掘り体験

　園児たちは美幌高校の生徒や先生からサポ

ートを受けながらイモ掘りを体験。「わーっ！」

「あった！」「とれた！」と歓声を上げて大喜び

でした。

大きなジャガイモがとれました！

広報の発行は、５月・８月・11月・２月の年４回です。

◇発行／北海道美幌町議会　◇編集／議会運営委員会

No. 令和４年11月１日246

９月定例会のあらまし

こんなことを聞きました

行政報告

補正予算など

決算審査特別委員会を設置・意見書

…………………………………

……………………………

…

2Ｐ

3Ｐ

4Ｐ

議会ＩＣＴ化を推進します
タブレットを使用した議会が始まりました… 14Ｐ

こんなことを決めました
７月臨時会 ……………………………… 14Ｐ

一般質問 ……………………９人登壇 4Ｐ
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No.

９
月
定
例
会
の
概
要

新型コロナウイルスワクチン接種の補正予算・条例改正などを審議

９月定例会のあらまし
【１３日】会期を３日間と決定し、町長から行政報告を受け、議員４名（松浦・藤原・戸澤・馬場）が一般質問に

　　　登壇し、少子化対策、公共トイレ、総合防災訓練、木育、駐屯地、物価高騰対策支援事業、学校図書館、新

　　　型コロナウイルス感染症対応などについて活発な議論が交わされました。

【１４日】議員５名（木村・坂田・上杉・大江・岡本）が一般質問に登壇し、移住定住、教育行政、宿泊施設誘致

　　　と企業立地促進条例、図書館整備、無加温ハウス野菜栽培、国民健康保険税子ども均等割などについて活発

　　　な議論が交わされました。

【１５日】議案審議に入り、専決処分の承認、人事案件（人権擁護委員の推薦）、条例の新規制定・一部改正・廃

　　　止、補正予算案（一般会計・国民健康保険特別会計・介護保険特別会計・公共下水道特別会計・病院事業会

　　　計）を審議し、いずれも原案どおり可決しました。次いで、令和３年度各会計決算認定について決算審査特

　　　別委員会を設置し、閉会中の継続審査としました。その後、２件の意見書案を可決し、６件の報告を受け、

　　　議員の派遣、各常任委員会からの「閉会中の継続調査」の申し出を承認し、全日程を終了し閉会しました。

町長の行政報告（要旨）
◆ご寄附について
　稲美の大井恵子様から、墓園の管理などに役立てていただきたいと100万円のご寄附をいただきました。ご厚志を

ありがたくお受けし、ご趣旨に沿って活用してまいります。

◆新型コロナウイルスワクチン感染症に係るワクチン接種について
　本町における新型コロナウイルスの感染者の状況は、７月17日からの１週間で36名、７月24日からの１週間で80名、

７月31日からの１週間では130名と感染者が急拡大し、その後も８月７日からの１週間で112名、８月14日からの１週間

では112名と、感染者数は高止まりが続いており、さらなる拡大が懸念されていたところであります。

　今一度、基本的な感染防止行動の徹底を図り、感染拡大の未然防止に努めることが重要であると考え、帰省や旅行で

人流が増加する８月12日と８月19日には、紙面を通じて、改めて町民のみなさまへ「感染拡大防止に向けたお願い」の

メッセージを発信したところであります。

　また、これまで町民のみなさまの不安を解消するため、研究用検査キットの無料配付を行ってまいりましたが、８月

22日に在庫が無くなったことから、新たに医療用抗原定性検査キットを購入し、濃厚接触者や感染の可能性がある方な

どに薬局を通して無料で配付し、集団感染の未然防止と町民のみなさまの不安を解消し、安心して生活できる環境を維

持しているところであります。

　４回目のワクチン接種状況は、美幌医師会をはじめ、各方面のみなさまのご協力のもと、７月11日から医療従事者及

び介護従事者を対象に、７月30日からは60歳以上の方及び基礎疾患を有する１８歳以上の方を対象に実施しており、８

月21日現在の接種終了者は3,102名で、接種率は38.２％となっており、引き続き、対象となる方が速やかに接種を完了

できるよう取り組んでまいります。

　政府は８月８日、高齢者の重症化を防ぐとともに、若い世代も含め社会全体の免疫を上げるため、２回目までの接種

を終えた方を対象に、オミクロン株対応ワクチン（従来型とＢＡ.１に対応した２価ワクチン）の追加接種を、10月中旬

以降の開始を目標に実施することとしております。感染力の強いオミクロン株に対応していることから、感染拡大防止

に効果があるものと考えられますので、国が接種方針を示した後、速やかに接種ができるよう取り組んでまいります。

　長きにわたる新型コロナウイルスとの闘いではありますが、基本的な感染対策である三密の回避、ワクチン接種の推

進により、「感染をさせない」「感染をしない」を徹底し、「ウイズコロナ」の時代を乗り越えてまいりたいと考えて

おりますので、引き続きご理解とご協力をお願い申し上げます。

9月定例会
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No.

（3）

こ
ん
な
こ
と
を
決
め
ま
し
た

補 正 予 算
◆一般会計
・新型コロナウイルスワクチン接種の実施に係る関連経費

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １億2,157万８千円

・ふるさと寄附金関連経費　　　　                        １億円

・燃料価格高騰に伴う貨物運送事業者に対する支援　 1,205万５千円

◆国民健康保険特別会計
　過年度国民健康保険給付費等返還金の増額           881万５千円

◆介護保険特別会計
　過年度介護給付費返還金の増額                   1,397万６千円

◆公共下水道特別会計
　下水終末処理場の電気料の増額                   1,077万９千円

◆病院事業会計
　医療関係者間コミュニケーションシステム導入に係る経費の増額など　330万円

すべて原案どおり可決しました。
主な内容は次のとおりです。

条例の新規制定・一部改正・廃止
◆美幌町議会議員及び美幌町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部改正
　公職選挙法施行令等の改正に伴い、町議会議員及び町長の選挙運動の経費に係る公費負担限度

　額を引き上げるための改正

◆美幌町手数料徴収条例の一部改正
　長期優良住宅の普及の促進に関する法律等の一部を改正する法律が施行され、良質な既存住宅は

　増改築行為がなくても長期優良住宅として認定する制度が創設されるため、手数料などを改正

◆美幌町墓園等条例の一部改正
　合同納骨塚に墓誌を新たに設置することに伴い使用料などを改正

◆美幌町産業集積の形成及び活性化のための固定資産税の課税免除
　に関する条例の廃止
　根拠法が平成29年７月に改正され、経過措置期間満了による条例

　の廃止

◆美幌町企業立地促進条例の制定
　町の産業の振興及び雇用機会の創出を図ることを目的として、町内に工場等を新設又は増築しよ

　うとする企業の立地を促進するため、新たに条例を制定

すべて原案どおり可決しました。
主な内容は次のとおりです。

専 決 処 分 の 承 認
◆令和４年度美幌町一般会計補正予算（第６号）　　639万２千円
　新型コロナウイルス感染症対策に係る医療用検査キット購入のため

　急を要し専決処分をしたことを承認しました。

人 事 案 件
◆人権擁護委員候補者の推薦
　永井　英俊　氏（新）

推薦の決定がされました。

合同納骨塚

新型コロナウイルスワクチン

ふるさと寄附金
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No.

こ
ん
な
こ
と
を
決
め
ま
し
た

に
は
９
人
が
登
壇

質
問
者
と
質
問
項
目

■
松
浦　

和
浩 

議
員 …

…
…
 

５
頁

　
①
未
来
を
拓
く
少
子
化
対
策

■
藤
原　

公
一 

議
員 …

…
…
 

６
頁

　

①
公
共
ト
イ
レ
の
設
置

　

②
総
合
防
災
訓
練

　

③
木
育

■
戸
澤　

義
典 

議
員 …

…
…
 

７
頁

　

①
美
幌
駐
屯
部
隊
充
実
整
備
期
成

　
　

会
の
活
動

　

②
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
物
価
高
騰

　
　

対
策
支
援
事
業

■
馬
場　

博
美 

議
員 …

…
…
 

８
頁

　

①
学
校
図
書
館
の
整
備

　

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　

対
応

■
木
村　

利
昭 

議
員 …

…
…
 

９
頁

　

①
移
住
定
住
促
進
に
よ
る
ま
ち
の

　
　

活
力
向
上

■
坂
田
美
栄
子 

議
員 …

…
…
 

10
頁

　

①
教
育
行
政

■
上
杉　

晃
央 

議
員 …

…
…
 

11
頁

　

①
宿
泊
施
設
誘
致
と
企
業
立
地
促

　
　

進
条
例
の
考
え
方

　

②
図
書
館
整
備
基
本
構
想

■
大
江　

道
男 

議
員 …

…
…
 

12
頁

　

①
無
加
温
ハ
ウ
ス
野
菜
栽
培
へ
の

　
　

取
組

　

②
国
民
健
康
保
険
税
均
等
割
の
子

　
　

ど
も
均
等
割
減
免
制
度

■
岡
本
美
代
子 

議
員 …

…
…
 

13
頁

　

①
峠
の
湯
び
ほ
ろ

　

②
交
通
安
全

一　般　質　問　と　は
　一般質問は定例会において、議員が町政全般にわ
たり執行機関（町や教育委員会など）に対し、事務執
行の状況や将来に対する方針の考え方、疑問点など
について質問するものです。
　一般質問は議員固有の権限の一つで、議案審議と
ともに議会活動の中にあって最も重要なものであり、
行政の執行を監視し、建設的に政策を論議すること
で、公正な行政を確保するものです。

２ 件 の 意 見 書 案 を 可 決 し 関 係 機 関 へ 提 出
　令和４年９月定例会では、２件の意見書案を可決し、国等の関係機関へ提出しました。

国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書

道教委「これからの高校づくりに関する指針」を抜本的に見直しすべての子どもにゆたかな学び
を保障する高校教育を求める意見書

【提出先】内閣総理大臣　　外

【提出先】北海道知事　　　外

１

２

令和３年度各会計決算認定は特別委員会を設置し付託
　令和３年度一般会計、特別会計（国民健康保険・後期高齢者医療・介護保険・公共下水道・個別排水処

理）及び水道・病院事業会計の決算認定について、特別委員会を設置して付託。

　次のとおり委員を選任し、閉会中の継続審査を行うこととしました。

　審査結果については、次の議会において報告し、審議する予定です。

委員会報告に向けた
書類審査の様子

委 員 長

委 　 員

委 　 員

藤　原　公　一
髙　橋　秀　明
伊　藤　伸　司

一般会計等決算審査特別委員会

副委員長

委　　員

委　　員

松　浦　和　浩
稲　垣　淳　一
木　村　利　昭

委 員 長

委 　 員

委 　 員

戸　澤　義　典
坂　田　美栄子
大　江　道　男

企業会計決算審査特別委員会

副委員長

委　　員

委　　員

上　杉　晃　央
岡　本　美代子
馬　場　博　美



びほろ町ぎかい令和４年11月１日発行 246

（5）

No.

　
　

美
幌
町
の
未
来
を

創
造
す
る
若
者
達
へ
の

投
資
こ
そ
が
地
域
の
存

続
の
手
立
て
で
あ
り
、

少
子
化
対
策
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
が
、
「
ひ

と
づ
く
り
・
育
成
」
を

推
進
す
る
政
策
の
一
つ

と
し
て
、
義
務
教
育
課

程
の
中
学
校
な
ど
を
経

て
、
さ
ら
に
教
育
を
受

け
る
べ
く
町
内
外
の
学

校
や
技
能
取
得
に
勤
し

む
生
徒
全
員
に
18
歳
ま

で
の
３
年
間
、
毎
年

「
教
材
購
入
費
」
「
技

術
取
得
費
」
「
交
通

費
」
な
ど
の
資
金
支
援

を
行
う
べ
き
で
は
。

　
　

美
幌
町
の
未
来
を

創
造
す
る
若
者
た
ち
を

含
め
た
「
ひ
と
づ
く
り
」

や
「
少
子
化
対
策
」
に
つ

い
て
は
重
要
な
こ
と
と

考
え
て
お
り
、「
美
幌
町

総
合
計
画
」
や
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
な
ど
の
各
種

計
画
に
位
置
付
け
、
学

力
向
上
に
向
け
た
取
組

や
総
合
教
育
の
充
実
、

美
幌
高
校
の
充
実
な
ど
、

様
々
な
事
業
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
。
経
済

的
理
由
に
よ
り
進
学
な

ど
が
困
難
な
方
に
は
生

活
保
護
や
高
校
生
等
奨

学
給
付
金
、
奨
学
金
な

ど
の
制
度
が
あ
り
、
授

資
金
支
援
の
考
え
は
な
い
が
、
様
々
な
学
び
や

体
験
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
た
い

少
子
化
対
策

　
町
内
外
の
高
校
な
ど
に
通
う
生
徒
に
資
金
支
援
を
行
う
べ
き
で
は

松
浦

　

和
浩
議
員

業
料
以
外
の
教
育
費
に

対
す
る
負
担
の
軽
減
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

高
校
教
育
に
対
す
る
保

護
者
の
負
担
は
重
く
、

子
育
て
家
庭
に
手
厚
い

支
援
が
必
要
と
認
識
し

て
い
る
が
、
国
に
お
い

て
は
、
２
０
２
３
年
４

月
、
こ
ど
も
家
庭
庁
を

創
設
し
、
こ
ど
も
を
誰

一
人
取
り
残
さ
ず
、
健

や
か
な
成
長
を
社
会
全

体
で
後
押
し
す
る
体
制

を
整
え
よ
う
と
し
て
い

る
。
資
金
支
援
の
考
え

は
な
い
が
、
国
の
動
向

を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

国
と
地
方
の
役
割
を
考

慮
し
、
様
々
な
学
び
や

体
験
の
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
の
活
用
は

　
　

美
幌
町
基
金
条
例

の
中
で
「
ふ
る
さ
と
づ

く
り
基
金
」
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
設
置
の
目

的
と
し
て
「
豊
か
で
活

力
あ
ふ
れ
る
本
町
の
発

展
を
図
る
た
め
の
個
性

的
か
つ
魅
力
的
な
ま
ち

づ
く
り
事
業
」
と
あ
る

が
、
「
ま
ち
づ
く
り
」

に
は
「
ひ
と
づ
く
り
・

育
成
」
が
必
要
と
思
わ

れ
る
の
で
、
資
金
支
援

に
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り

基
金
」
を
充
当
し
て
は
。

　
　

事
業
に
対
す
る

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基

金
」
の
財
源
充
当
は
可

能
と
考
え
て
い
る
。
し

か
し
、
基
金
は
潤
沢
に

あ
る
わ
け
で
は
な
い
た

め
、
充
当
事
業
の
選
定

に
あ
た
っ
て
は
事
業
効

果
を
し
っ
か
り
と
見
定

め
て
判
断
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
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No.

公
共
ト
イ
レ

公
共
施
設
の
男
性
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
は

長
時
間
滞
在
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
施
設
に

順
次
設
置
し
て
ま
い
り
た
い

　
　

前
立
腺
が
ん
や
膀

胱
が
ん
の
増
加
に
伴
い

男
性
で
尿
漏
れ
パ
ッ
ド

を
着
用
す
る
人
が
増
え

て
い
る
が
、
男
性
用
ト

イ
レ
の
個
室
に
は
ゴ
ミ

箱
が
無
い
た
め
使
用
し

た
尿
取
り
パ
ッ
ド
を
捨

て
る
場
所
に
苦
労
し
て

い
る
。
公
共
施
設
の
男

性
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ

ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
の

考
え
は
。

　
　

多
く
の
方
々
が
日

々
利
用
さ
れ
る
役
場
庁

舎
の
み
設
置
し
て
い
る
。

総
合
防
災
訓
練

藤
原

　

公
一
議
員

利
用
状
況
や
利
用
者
の

年
齢
層
な
ど
を
考
慮
の

う
え
長
時
間
滞
在
す
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
施

設
に
順
次
設
置
し
て
ま

い
り
た
い
。防

災
避
難
訓
練
は

　
　

10
月
30
日
に
は
全

町
で
３
年
ぶ
り
に
総
合

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
る

が
「
課
題
を
見
つ
け
る

避
難
行
動
」
の
取
組
は
。

ま
た
、
気
象
台
な
ど
の

意
見
を
取
り
入
れ
た
災

害
訓
練
の
考
え
は
無
い

か
。

　
　

行
政
が
発
信
す
る

避
難
情
報
を
迅
速
に
伝

え
る
必
要
が
あ
り
、
複

数
の
情
報
手
段
を
効
果

的
に
組
み
合
わ
せ
る
な

ど
訓
練
に
お
い
て
も
情

報
伝
達
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
証
を
重
ね
た
い
。

今
回
の
総
合
防
災
訓
練

で
は
気
象
台
を
は
じ
め

関
係
機
関
か
ら
支
援
並

び
に
助
言
を
い
た
だ
く

予
定
で
あ
る
。

避
難
行
動
支
援
は

　
　

避
難
行
動
要
支
援

者
の「
避
難
行
動
支
援
」

及
び「
個
別
避
難
計
画
」

へ
の
対
応
は
。

　
　

「
個
別
支
援
計
画

書
」
を
も
と
に
、
新
た

な
「
個
別
避
難
計
画
」

の
策
定
に
向
け
準
備
を

進
め
る
。
移
行
に
あ
た

っ
て
は
避
難
行
動
要
支

援
者
の
同
意
や
避
難
支

援
者
の
確
保
な
ど
課
題

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
地

域
の
協
力
が
不
可
欠
で

あ
り
、
要
配
慮
者
情
報

を
所
管
す
る
福
祉
部
と

も
協
議
を
重
ね
な
が
ら

取
組
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
。町

民
の
森
整
備
計
画
は

　
　

木
を
植
え
、森
林

を
育
て
る
町
民
の
森
の

整
備
は
木
育
に
も
つ
な

が
る
。「
町
民
の
森
整
備

計
画
」は
。

　
　

町
民
の
森
整
備
計

画
は
無
い
が
、
町
民
に

よ
る
森
林
体
験
事
業
と

し
て
、
み
ど
り
の
村
で

実
施
し
て
い
る
「
赤
ち

ゃ
ん
誕
生
記
念
植
樹
」

や
美
幌
中
学
校
の
生
徒

に
よ
る
植
樹
や
枝
打
ち

体
験
を
行
っ
て
い
る
。

木
育
に
つ
い
て

木
育
マ
イ
ス
タ
ー
養
成
は

　
　
「
木
育
マ
イ
ス
タ

ー
」の
養
成
及
び
周
知

の
取
組
は
。

　
　

木
育
マ
イ
ス
タ
ー

養
成
研
修
の
情
報
提
供

な
ど
周
知
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
。
引
き
続
き
、

木
育
を
普
及
・
推
進
す

る
た
め
、
町
産
材
を
使

用
し
た
木
製
品
を
贈
呈

す
る
「
木
づ
か
い
事
業
」
、

「
木
工
体
験
」、
林
業
館

「
き
て
ら
す
」
の
運
営

な
ど
様
々
な
取
組
を
推

進
し
て
ま
い
り
た
い
。
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No.

　
　

第
５
旅
団
の
機
動

旅
団
化
を
見
据
え
て

「
第
６
普
通
科
連
隊
を

第
６
即
応
機
動
連
隊

へ
」
の
陳
情
成
果
が
実

を
結
び
、
令
和
５
年
３

月
に
第
６
普
通
科
連
隊

が
第
６
即
応
機
動
連
隊

へ
と
改
編
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。
陳
情
成
果
の

思
い
と
陳
情
内
容
や
看

板
な
ど
今
後
の
陸
上
自

衛
隊
美
幌
駐
屯
部
隊
充

実
整
備
期
成
会
の
活
動

は
。

 

　

美
幌
町
を
は
じ
め

隊
区
内
２
市
８
町
が
求

め
て
き
た
即
応
機
動
連

隊
の
誘
致
は
こ
れ
ま
で

の
陳
情
活
動
と
地
域
の

想
い
が
評
価
・
反
映
さ

れ
た
も
の
と
受
け
止
め

て
い
る
。
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍

事
侵
攻
に
よ
り
不
安
定

三
正
面
の
一
つ
で
あ
る

北
日
本
正
面
の
脅
威
は

こ
れ
ま
で
以
上
に
懸
念

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

ロ
シ
ア
と
の
国
境
に
接

す
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
に

と
っ
て
は
常
に
動
向
の

把
握
や
監
視
体
制
の
強

化
が
必
要
と
強
く
感
じ

て
い
る
。
改
編
さ
れ
る

第
６
即
応
機
動
連
隊

（
仮
称
）
の
人
的
基
盤

の
充
実
な
ど
即
応
力
・

対
処
力
を
高
め
る
た
め

駐　

屯　

地

陳
情
内
容
や
看
板
な
ど
今
後
の
期
成
会
の
活
動
は

看
板
及
び
懸
垂
幕
の
更
新
を
順
次
行
い
、
編
成
完
結
に

向
け
た
諸
行
事
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

戸
澤

　

義
典
議
員

に
も
充
足
率
の
向
上
と

配
備
さ
れ
る
装
備
品
の

完
全
充
足
に
つ
い
て
引

き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

今
後
の
期
成
会
の
活
動

に
つ
い
て
は
美
幌
駐
屯

部
隊
の
活
動
を
支
え
る

町
民
の
気
運
の
高
揚
を

図
る
た
め
、
看
板
並
び

に
懸
垂
幕
の
更
新
を
順

次
行
い
、
編
成
完
結
に

向
け
た
諸
行
事
支
援
な

ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
。

水
道
光
熱
費
へ
の
支
援
策
は

　
　

新
た
な
変
異
株
の

出
現
な
ど
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息
が

見
通
せ
な
い
中
、
経
済

が
疲
弊
し
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

武
力
侵
攻
な
ど
も
あ
り
、

原
油
価
格
や
物
価
が
高

騰
し
て
い
る
。
電
気
料

金
の
値
上
げ
に
伴
い
、

公
共
施
設
に
係
る
電
気

料
金
の
増
額
補
正
を
予

定
さ
れ
る
な
ど
電
気
料

金
な
ど
は
生
活
困
窮
者

以
外
の
一
般
世
帯
へ
も

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

他
自
治
体
で
は
家
計
へ

の
経
済
的
負
担
を
少
し

で
も
軽
減
す
る
た
め
水

道
料
金
の
基
本
料
金
を

数
ヶ
月
分
免
除
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

水
道
光
熱
費
な
ど
に
対

す
る
支
援
は
。

　
　

水
道
光
熱
費
に
対

す
る
支
援
策
と
し
て
新

物
価
高
騰
対
策
支
援
事
業

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
水

道
基
本
料
金
の
免
除
を

実
施
し
て
い
る
市
町
村

が
あ
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
が
、
水
道
料
金

は
家
庭
ご
と
に
賦
課
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
基

本
料
金
の
免
除
を
行
っ

た
場
合
、
世
帯
人
数
に

応
じ
た
幅
広
い
支
援
と

は
な
ら
な
い
た
め
水
道

料
金
の
免
除
に
つ
い
て

は
考
え
て
い
な
い
。
原

油
価
格
・
物
価
高
騰
に

対
す
る
支
援
と
し
て
、

高
齢
者
世
帯
や
子
育
て

世
帯
に
対
し
重
点
的
な

支
援
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
一
般

世
帯
へ
の
光
熱
水
費
に

対
す
る
支
援
は
今
後
の

状
況
を
見
な
が
ら
引
き

続
き
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。
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限
り
あ
る
予
算
の
中
で
各
学
校
の
要
望
を
踏
ま
え

更
新
・
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い

　
　

令
和
４
年
度
各
学

校
の
図
書
の
選
定
基
準

及
び
廃
棄
基
準
の
現
状

は
。
ま
た
、
今
後
の
図

書
の
更
新
計
画
及
び
図

書
整
備
計
画
は
。

 

　

児
童
生
徒
な
ど
か

ら
要
望
が
あ
っ
た
図
書

や
全
国
学
校
図
書
館
協

議
会
図
書
選
定
基
準
を

参
考
に
学
校
司
書
と
相

談
し
選
定
し
て
い
る
。

汚
損
や
破
損
が
著
し
く

活
用
不
能
な
も
の
や
情

報
が
古
い
も
の
、
全
国

図
書
館
協
議
会
学
校
図

書
館
廃
棄
規
準
を
参
考

に
廃
棄
し
て
い
る
。
限

り
あ
る
予
算
の
中
で
各

学
校
の
要
望
を
踏
ま
え

更
新
・
整
備
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
。新

聞
配
備
は

　
　

町
内
で
は
小
学
校

１
校
あ
た
り
２
紙
、
中

学
校
１
校
あ
た
り
３
紙

を
配
備
す
べ
き
で
は
。

　
　

全
校
３
紙
配
備
に

向
け
て
取
り
進
め
て
ま

い
り
た
い
。

学
校
司
書
の
配
置
は

　
　

各
学
校
に
司
書
を

配
置
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
学
力
の
向
上
に
つ
な

が
る
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
町
内
各
小
中

学
校
に
学
校
司
書
を
常

駐
配
置
す
べ
き
で
は
。

　
　

当
面
は
小
学
校
週

学
校
図
書
館

　
図
書
の
更
新
計
画
及
び
図
書
整
備
計
画
は

馬
場

　

博
美
議
員

１
回
、
中
学
校
週
２
回

の
巡
回
体
制
を
維
持
し

な
が
ら
小
学
校
の
巡
回

回
数
を
週
２
回
に
増
や

す
こ
と
や
将
来
的
に
は

常
駐
化
も
検
討
し
た
い
。

施
設
整
備
は

　
　

各
小
中
学
校
図
書

館
は
、
夏
は
非
常
に
暑

く
、
狭
い
た
め
授
業
が

で
き
な
い
な
ど
の
状
況

に
あ
る
。
適
切
に
施
設

整
備
を
す
べ
き
で
は
。

　
　

施
設
の
老
朽
化
が

進
ん
で
お
り
狭
隘
に
な

り
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら

で
き
る
限
り
の
施
設
整

備
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応

臨
時
交
付
金
に
つ
い
て

　
　
①
令
和
２
年
度
か

ら
令
和
３
年
度
ま
で
の

92
事
業
の
評
価
は
。

②
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
を
実
施
し
て
今
後
の

対
策
を
講
じ
て
は
。

③
所
得
税
法
で
障
害
者

控
除
が
認
め
ら
れ
て
い

る
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
を
交
付
し
た
要

介
護
認
定
者
は
、
高
齢

者
世
帯
等
生
活
支
援
扶

助
の
交
付
対
象
者
の
障

が
い
者
世
帯
に
該
当
さ

せ
る
べ
き
で
は
。

④
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

発
行
事
業
を
継
続
す
る

考
え
は
。

⑤
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
が

追
加
交
付
さ
れ
た
場
合

の
対
応
は
。

　
　

①
感
染
拡
大
の
未

然
防
止
の
効
果
、
暮
ら

し
を
支
え
る
効
果
、
事

業
継
続
と
雇
用
確
保
の

効
果
が
あ
っ
た
も
の
と

考
え
て
い
る
。

②
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
は
予
定
し
て
い
な

い
が
今
後
も
町
民
み
な

さ
ま
の
困
り
感
を
把
握

で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。

③
所
得
税
法
に
よ
る
障

害
者
控
除
対
象
認
定
者

は
税
法
上
の
優
遇
措
置

で
あ
り
、
本
事
業
の
対

象
要
件
を
満
た
す
も
の

で
は
な
い
。

④
関
係
団
体
と
協
議
し

な
が
ら
状
況
に
応
じ
て

対
策
を
提
案
し
た
い
。

⑤
感
染
症
対
策
本
部
で

議
論
を
重
ね
、
必
要
で

あ
る
と
判
断
し
た
事
業

は
議
会
に
ご
相
談
の
う

え
事
業
化
を
図
り
た
い
。プレミアム商品券
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No.

　
　

美
幌
町
の
例
年
の

移
住
相
談
件
数
は
お
よ

そ
50
件
で
あ
る
が
、
令

和
３
年
度
は
倍
以
上
の

１
２
１
件
の
移
住
相
談

が
あ
っ
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
も
好

調
で
、
少
し
ず
つ
で
あ

る
が
美
幌
町
の
名
と
魅

力
が
全
国
に
広
ま
っ
て

き
て
い
る
こ
と
と
思
う
。

　

ま
た
、
今
年
度
中
に

民
間
と
連
携
し
た
「
移

住
相
談
拠
点
施
設
」
が

完
成
し
、
移
住
相
談
の

体
制
が
強
化
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
が
、
移
住
定

住
促
進
に
は
相
談
窓
口

の
よ
う
な
施
設
や
体
制

も
大
切
で
あ
る
と
と
も

に
「
移
住
し
た
い
」
と

思
え
る
よ
う
な
施
策
も

大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

今
後
、
美
幌
町
と
し

て
移
住
定
住
の
促
進
に

ど
れ
ぐ
ら
い
力
を
入
れ

て
い
く
の
か
、
今
後
の

移
住
定
住
促
進
の
た
め

の
町
と
し
て
の
計
画
や

考
え
方
は
。

 

　

美
幌
町
に
お
け
る

令
和
３
年
度
の
移
住
相

談
件
数
は
最
終
的
に　

１
３
８
件
と
な
っ
て
お

り
、
例
年
の
倍
以
上
の

相
談
件
数
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と

納
税
は
、
約
１
万
６
千

件
、
約
１
億
９
千
２
０

０
万
円
の
ご
寄
附
を
頂

い
て
お
り
、
美
幌
町
の

名
と
魅
力
が
全
国
に
広

ま
っ
て
き
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　

移
住
相
談
拠
点
施
設

は
転
職
な
き
移
住
を
は

じ
め
多
様
化
す
る
働
き

方
に
対
応
す
る
た
め
、

テ
レ
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス

を
整
備
す
る
と
と
も
に

カ
フ
ェ
機
能
を
備
え
た

交
流
ス
ペ
ー
ス
を
設
け

て
、
移
住
相
談
者
や
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
企

業
、
地
元
住
民
な
ど
、

様
々
な
人
の
交
流
を
通

じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

活
性
化
を
図
る
た
め
の

改
修
を
行
い
、
来
年
４

月
１
日
の
オ
ー
プ
ン
を

予
定
し
て
い
る
。

　

「
今
後
、
移
住
定
住

の
促
進
に
ど
れ
ぐ
ら
い

力
を
入
れ
て
い
く
の
か
、

今
後
の
移
住
定
住
促
進

の
た
め
の
町
と
し
て
の

計
画
や
考
え
方
」
に
つ

い
て
は
、
移
住
定
住
促

進
計
画
と
い
う
よ
う
な

明
確
な
計
画
は
な
く
、

今
後
に
お
い
て
も
特
化

し
た
計
画
を
策
定
す
る

考
え
は
な
い
が
、
い
か

に
住
み
良
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
、
町
民
の
満

足
度
を
高
め
、
町
民
一

人
ひ
と
り
が
美
幌
の
魅

力
を
発
信
す
る
こ
と
に

よ
り
、
人
を
呼
び
込
み
、

そ
こ
に
住
み
続
け
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
く

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

美
幌
町
は
来
年
の
４

月
１
日
に
町
制
施
行
１

０
０
周
年
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
、
町
へ
の
愛
着

や
誇
り
、
ま
ち
づ
く
り

へ
の
参
画
意
識
を
高
め

る
取
組
な
ど
を
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。
あ
わ

せ
て
美
幌
町
を
紹
介
す

る
動
画
な
ど
の
作
成
も

検
討
し
て
お
り
、
積
極

的
に
情
報
を
発
信
す
る

こ
と
で
、
移
住
定
住
促

進
に
つ
な
げ
て
ま
い
り

た
い
。

ま
ち
の
活
力

今
後
の
移
住
定
住
促
進
の
計
画
は

明
確
な
計
画
は
な
い
が
、
町
民
が
美
幌
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り

人
を
呼
び
込
み
、
住
み
続
け
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る

木
村

　

利
昭
議
員

移住相談拠点施設

移住定住ガイドブック
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No.

教
育
行
政

小
中
学
生
の
視
力
低
下
対
策
は

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
付
や
眼
科
で
の
受
診
を
勧
め
る

文
書
を
送
付
す
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
い
る

坂
田

　

美
栄
子
議
員

　
　

令
和
４
年
７
月
13

日
に
文
部
科
学
省
が
公

表
し
た
「
令
和
３
年
度

学
校
保
健
統
計
調
査
結

果
」
に
よ
る
と
、
裸
眼

視
力
「
１
・
０
未
満
」

の
割
合
は
年
齢
が
高
く

な
る
に
つ
れ
て
増
加
傾

向
と
な
っ
て
お
り
、
小

学
１
年
生
で
４
人
に
１

人
、
小
学
３
年
生
で
３

人
に
１
人
、
小
学
６
年

生
で
約
半
数
、
中
学
生

で
は
約
６
割
と
毎
年
過

去
最
悪
を
更
新
し
て
い

る
。
視
力
低
下
は
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
ゲ

ー
ム
の
普
及
と
コ
ロ
ナ

禍
で
外
出
機
会
が
減
っ

た
こ
と
で
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
な
ど
を
長
時
間
見

る
子
ど
も
が
増
加
し
た

こ
と
が
一
因
と
み
ら
れ

て
い
る
。
学
校
と
家
庭

が
連
携
し
た
対
応
が
必

要
と
考
え
る
が
、
美
幌

町
の
現
状
と
課
題
は
。

 

　

昨
年
度
か
ら
の
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
よ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
本
格
的
な
活
用
も

あ
る
た
め
、
家
庭
で
は

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
30

分
間
使
用
し
た
ら
20
秒

以
上
遠
く
を
見
る
こ
と

な
ど
を
記
載
し
た
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
配
付
す
る

こ
と
や
、
眼
科
検
診
に

よ
り
視
力
低
下
で
あ
っ

ギ　
　
　

ガ

た
場
合
は
、
結
果
通
知

に
眼
科
で
の
受
診
を
勧

め
る
文
書
を
送
付
す
る

な
ど
の
対
策
を
講
じ
て

い
る
。
視
力
は
低
下
す

る
と
回
復
は
困
難
で
あ

る
こ
と
が
多
い
た
め
、

今
後
も
目
の
健
康
の
大

切
さ
を
児
童
生
徒
に
伝

え
、
家
庭
と
連
携
し
な

が
ら
視
力
低
下
対
策
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。

不
登
校
対
策
は

　
　

不
登
校
の
児
童
生

徒
数
は
平
成
13
年
度
を

ピ
ー
ク
に
全
国
的
に
減

少
傾
向
を
示
し
て
い
た

が
、
平
成
25
年
度
か
ら

再
び
増
加
に
転
じ
、
こ

の
３
年
間
で
は
毎
年
約

２
万
人
ず
つ
増
加
し
て

い
る
。
最
初
に
学
校
に

行
き
づ
ら
い
と
感
じ
た

き
っ
か
け
は
「
先
生
の

こ
と
」
「
身
体
の
不

調
」
「
友
達
の
こ
と
」

が
そ
れ
ぞ
れ
３
割
近
く

を
占
め
て
い
る
が
、
不

登
校
の
背
景
は
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
る
。
美
幌

町
で
は
教
育
相
談
員
、

不
登
校
問
題
相
談
員
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
が
配
置
さ
れ
て
い
る

が
、
美
幌
町
に
お
け
る

不
登
校
児
童
生
徒
の
現

状
と
課
題
は
。

　
　

悩
み
を
抱
え
た
児

童
生
徒
に
対
し
少
し
で

も
気
持
ち
が
楽
に
な
る

よ
う
教
員
が
親
身
に
な

っ
て
相
談
対
応
を
す
る

こ
と
や
教
育
専
門
相
談

員
・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
配
置
に
よ
り

相
談
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
心
が
け
て
い
る
。

ま
た
、
美
幌
町
で
は
初

と
な
る
民
間
の
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
が
今
年
開
設

さ
れ
、
教
育
機
会
の
確

保
の
選
択
肢
が
一
つ
増

え
た
も
の
と
考
え
て
い

る
。
今
後
も
地
域
の
子

ど
も
た
ち
の
不
安
を
少

し
で
も
取
り
除
き
、
安

心
し
て
学
び
、
自
信
を

持
っ
て
成
長
し
て
い
け

る
よ
う
、
官
民
一
体
と

な
り
、
一
人
ひ
と
り
に

寄
り
添
っ
た
取
組
を
進

め
た
い
。
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No.

　
　

令
和
４
年
９
月
定

例
会
に
正
式
に
美
幌
町

企
業
立
地
促
進
条
例

（
案
）
が
提
案
さ
れ
て

い
る
。
９
種
類
の
施
設

の
う
ち
の
一
つ
が
宿
泊

施
設
を
助
成
対
象
と
さ

れ
て
い
る
が
、
個
別
誘

致
条
例
が
望
ま
し
い
と

さ
れ
て
い
た
の
が
ど
の

よ
う
な
判
断
か
ら
今
回

提
案
の
条
例
に
変
更
さ

れ
た
の
か
。
宿
泊
施
設

誘
致
は
町
に
と
っ
て
重

要
課
題
で
あ
り
、
今
回

の
美
幌
町
の
積
極
的
な

宿
泊
施
設

宿
泊
施
設
誘
致
個
別
条
例
と
し
な
か
っ
た
理
由
は

美
幌
町
企
業
立
地
促
進
条
例
の
制
定
に
よ
り
雇
用
増
を

基
準
と
す
る
助
成
ま
で
優
遇
措
置
が
拡
充
さ
れ
る

上
杉

　

晃
央
議
員

誘
致
の
取
組
を
評
価
し

て
い
る
。
し
か
し
、
大

き
な
規
模
で
の
宴
会
機

能
が
で
き
な
い
現
状
か

ら
多
く
の
団
体
や
町
民

よ
り
一
定
規
模
で
宴
会

機
能
の
あ
る
施
設
が
必

要
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
町
と
し
て
宴

会
機
能
を
持
っ
た
施
設

誘
致
へ
の
取
組
は
。

 

　

今
回
進
出
し
て
い

た
だ
け
る
企
業
は
美
幌

町
か
ら
の
情
報
提
供
に

よ
り
自
ら
進
出
を
判
断

し
て
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
。
宿
泊
施
設
の
新

設
・
増
築
に
対
す
る
優

遇
措
置
は
「
美
幌
町
企
業

立
地
促
進
条
例
（
案
）
」

が
制
定
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
雇
用
増
を
基
準
と

す
る
助
成
ま
で
優
遇
措

置
が
拡
充
さ
れ
る
。
ま

た
、
美
幌
町
に
必
要
な

機
能
を
有
す
る
宿
泊
施

設
を
整
備
し
よ
う
と
す

る
事
業
者
が
現
れ
た
場

合
は
別
途
支
援
策
を
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。

宿
泊
施
設
誘
致
の
中
で

は
バ
ン
ケ
ッ
ト
ホ
ー
ル

整
備
に
対
す
る
優
遇
措

置
は
考
え
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
既
存
施
設
の

利
用
を
お
願
い
し
た
い
。

複
合
化
施
設
の
課
題
は

　
　

今
後
、
公
共
施
設

を
整
備
す
る
場
合
は
可

能
な
限
り
複
合
化
を
積

極
的
に
検
討
し
、
町
民

の
利
便
性
を
図
る
と
と

も
に
、
建
設
コ
ス
ト
や

維
持
管
理
費
の
削
減
を

す
べ
き
と
考
え
る
が
、

例
え
ば
宿
泊
施
設
に
不

足
す
る
宴
会
機
能
施
設

を
取
り
込
ん
だ
複
合
化

な
ど
の
可
能
性
も
検
討

し
て
は
と
考
え
る
が
、

現
状
の
課
題
は
。
ま
た
、

美
幌
町
で
は
主
要
な
公

共
施
設
の
整
備
が
進
み
、

今
後
の
図
書
館
整
備
の

機
会
を
逃
す
と
複
合
化

の
可
能
性
は
限
り
な
く

期
待
で
き
な
く
な
る
の

で
は
。

　
　

図
書
館
の
複
合
化

施
設
は
「
学
び
」
を
主

体
と
す
る
施
設
が
望
ま

し
い
と
考
え
る
が
、
現

状
で
は
改
修
周
期
や
建

図
書
館
整
備
基
本
構
想

替
周
期
が
図
書
館
の
整

備
時
期
と
重
な
る
公
共

施
設
は
見
当
た
ら
な
い
。

今
後
、
町
で
は
公
営
住

宅
以
外
の
建
設
や
改
修

な
ど
の
整
備
計
画
は
持

ち
合
わ
せ
て
お
ら
ず
、

現
時
点
に
お
い
て
図
書

館
と
合
築
さ
せ
る
公
共

施
設
は
無
い
状
況
に
あ

る
。
単
独
で
の
整
備
も

止
む
を
得
な
い
と
考
え

る
が
、
町
民
み
な
さ
ん

の
居
場
所
と
し
て
の
機

能
の
複
合
化
は
整
備
検

討
委
員
か
ら
必
要
で
あ

る
と
ご
意
見
を
い
た
だ

い
て
お
り
、
引
き
続
き

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。図書館
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No.

冬
季
ハ
ウ
ス
野
菜
栽
培
の
課
題
は

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
伏
せ
込
み
栽
培
に
使
用
す
る
根
株
の

安
定
生
産
に
向
け
て
継
続
し
て
取
り
組
む

農
業
振
興

　
　
「
冬
姫
」
を
含
め

美
幌
町
に
お
け
る
冬
季

ハ
ウ
ス
野
菜
な
ど
の
栽

培
状
況
と
課
題
は
。

 

　

令
和
４
年
度
に
お

け
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
伏

せ
込
み
栽
培
戸
数
は
８

戸
で
栽
培
株
数
は
過
去

最
多
の
２
万
１
千
５
０

０
株
と
な
っ
て
お
り
、

過
去
最
多
の
生
産
量
と

な
っ
た
平
成
29
年
度
を

上
回
る
生
産
量
を
見
込

ん
で
い
る
。
伏
せ
込
み

栽
培
は
使
用
す
る
根
株

の
生
育
状
況
に
よ
っ
て

大
江

　
道
男
議
員

国
民
健
康
保
険
税

収
量
品
質
に
大
き
く
影

響
す
る
こ
と
か
ら
、
根

株
の
安
定
生
産
技
術
の

開
発
に
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
。
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
以
外
の
冬
季
栽

培
作
物
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ

び
ほ
ろ
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
無
い
と
伺
っ
て
い

る
。

冬
季
無
加
温
野
菜
栽
培
の
検
討
は

　
　
冬
季
無
加
温
ハ
ウ

ス
野
菜
栽
培
を
積
極
的

に
検
討
す
べ
き
と
考
え

る
が
「
栽
培
技
術
の
習

得
・
研
修
」
「
ハ
ウ
ス

構
造
の
強
化
」
「
市
場

開
拓
・
確
保
」
な
ど
の

課
題
を
ク
リ
ア
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
み
ら

い
農
業
セ
ン
タ
ー
を
持

つ
美
幌
町
が
道
内
の
先

頭
に
立
っ
て
課
題
を
克

服
し
普
及
に
当
た
る
べ

き
で
は
。

　
　
道
内
の
い
く
つ
か

の
地
域
で
導
入
さ
れ
て

い
る
冬
季
無
加
温
野
菜

栽
培
の
多
く
は
特
産
品

の
ト
マ
ト
な
ど
を
９
月

頃
ま
で
収
穫
し
た
後
に

新
た
に
葉
物
野
菜
を
播

種
し
て
１
月
か
ら
２
月

に
収
穫
す
る
作
型
で
あ

り
、
美
幌
町
の
営
農
体

系
に
当
て
は
め
た
場
合
、

９
月
か
ら
10
月
は
地
域

基
幹
作
物
の
収
穫
作
業

や
秋
ま
き
小
麦
の
播
種

作
業
と
重
複
す
る
こ
と

か
ら
、
冬
季
栽
培
の
葉

物
野
菜
導
入
は
現
実
的

で
は
な
い
と
考
え
る
が
、

地
域
の
営
農
体
系
を
十

分
考
慮
し
た
中
で
生
産

者
や
関
係
機
関
の
意
見

を
伺
い
な
が
ら
有
望
な

新
規
作
物
に
つ
い
て
調

査
研
究
し
た
い
。

子
ど
も
均
等
割
減
免
制
度
は

　
　
収
入
の
な
い
子
ど

も
に
も
大
人
と
同
等
に

課
税
す
る
均
等
割
は
古

来
の
人
頭
割
と
同
様
で

あ
り
廃
止
を
と
の
声
が

多
く
、
全
国
的
に
子
ど

も
均
等
割
減
免
制
度
が

広
が
っ
て
い
る
。
子
育

て
支
援
ア
ピ
ー
ル
と
し

て
国
民
健
康
保
険
基
金

を
活
用
し
た
18
歳
未
満

の
子
ど
も
均
等
割
減
免

制
度
を
制
定
し
て
は

　
　
北
海
道
で
は
令
和

12
年
度
に
被
保
険
者
の

負
担
の
公
平
性
か
ら
全

道
統
一
保
険
料
率
の
導

入
を
目
指
し
て
お
り
、

美
幌
町
が
独
自
に
減
免

制
度
を
設
け
る
こ
と
は

難
し
い
状
況
で
あ
る
。

国
保
基
金
は
北
海
道
に

納
め
る
納
付
金
の
不
足

額
に
対
す
る
調
整
財
源

や
今
後
の
統
一
保
険
料

率
の
導
入
に
向
け
て
生

じ
る
負
担
や
激
変
緩
和

措
置
に
対
す
る
財
源
と

し
て
活
用
す
る
た
め
、

国
保
基
金
を
活
用
し
た

制
度
拡
大
は
慎
重
に
す

べ
き
と
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
均
等
割
減
免
税
負
担
は

　
　
美
幌
町
が
18
歳
未

満
児
の
均
等
割
を
全
額

免
除
し
た
場
合
の
税
負

担
額
は
。

　
　
概
算
で
９
１
０
万

円
の
見
込
み
で
あ
る
。
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頻
繁
に
利
用
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
方
か

ら
電
気
風
呂
を
設
置
し

て
ほ
し
い
と
の
希
望
が

あ
る
。
腰
痛
や
肩
凝
り

に
効
果
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
お
り
、
町
民
の
健

康
作
り
、
お
客
様
満
足

度
ア
ッ
プ
の
た
め
に
電

気
風
呂
を
設
置
し
て
は
。

 

　

他
の
浴
槽
か
ら
区

画
さ
れ
た
も
の
が
望
ま

し
い
こ
と
や
浴
槽
に
電

極
を
設
置
す
る
際
の
配

管
設
置
な
ど
改
修
す
る

に
あ
た
っ
て
は
費
用
対

峠　

の　

湯

町
民
の
健
康
作
り
の
た
め
に
電
気
風
呂
を
設
置
し
て
は

費
用
対
効
果
を
含
め
て
難
し
い
と
考
え
て
い
る

岡
本

　

美
代
子
議
員

効
果
を
含
め
難
し
い
と

考
え
て
い
る
。

太
陽
光
の
利
用
は

　
　

燃
料
費
の
高
騰
や

脱
炭
素
社
会
の
確
立
に

向
け
、
峠
の
湯
び
ほ
ろ

に
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム

を
取
り
入
れ
る
調
査
研

究
を
し
て
は
。

　
　

屋
根
に
設
置
す
る

場
合
は
施
設
の
耐
久
性

が
懸
念
さ
れ
、
敷
地
内

に
設
置
す
る
場
合
は
利

用
者
に
支
障
が
生
じ
な

い
よ
う
設
置
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
す
る
必
要
が
あ

り
、
今
後
調
査
研
究
し

て
ま
い
り
た
い
。

交
通
安
全

信
号
機
の
撤
去
に
つ
い
て

　
　

大
正
橋
か
ら
道
道

１
２
２
号
に
向
か
う
Ｔ

字
路
の
交
差
点
に
あ
っ

た
信
号
機
が
撤
去
さ
れ

た
が
、
以
前
よ
り
危
険

に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
の
町
民
の
声
を
聞

く
。
信
号
機
の
撤
去
に

際
し
て
町
に
何
ら
か
の

相
談
は
あ
っ
た
の
か
。

ま
た
、
信
号
機
の
設
置

要
望
な
ど
を
行
う
べ
き

で
は
。

　
　

令
和
元
年
に
警
察

署
か
ら
老
朽
化
や
災
害

に
強
い
交
通
環
境
の
確

立
の
た
め
一
灯
点
滅
信

号
機
を
撤
去
し
、
一
時

停
止
標
識
を
設
置
し
た

い
と
の
提
案
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
美
幌
町
交

通
安
全
推
進
委
員
会
な

ど
に
説
明
の
う
え
定
周

期
信
号
機
の
設
置
を
求

め
る
要
望
書
を
提
出
し

た
。
美
幌
警
察
署
か
ら

定
周
期
信
号
機
を
設
置

す
る
こ
と
で
北
見
市
か

ら
大
正
橋
方
向
に
右
折

す
る
車
両
に
よ
る
渋
滞

が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
な

ど
か
ら
定
周
期
信
号
機

の
設
置
は
困
難
で
あ
り
、

一
時
停
止
標
識
の
設
置

が
妥
当
で
あ
る
と
の
見

解
が
示
さ
れ
、
令
和
３

年
10
月
に
撤
去
さ
れ
た
。

撤
去
後
は
Ｌ
字
型
の
支

柱
の
上
部
に
大
型
の
一

時
停
止
標
識
も
設
置
さ

れ
る
な
ど
要
望
が
反
映

さ
れ
た
対
策
を
講
じ
て

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
。

改
め
て
要
望
書
を
提
出

す
る
考
え
は
な
い
。

踏
切
の
雑
草
に
つ
い
て

　
　

国
道
39
号
美
禽
橋

付
近
か
ら
道
道
１
２
２

号
に
入
っ
た
Ｊ
Ｒ
の
踏

切
は
、
夏
以
降
に
な
る

と
雑
草
が
伸
び
て
一
時

停
止
し
て
も
見
通
し
が

悪
い
。
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に

適
切
な
維
持
管
理
の
要

望
を
行
う
べ
き
で
は
。

　
　

町
に
報
告
い
た
だ

い
た
場
合
に
は
す
み
や

か
に
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
連

絡
し
、
迅
速
に
対
応
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
ご

指
摘
の
踏
切
に
つ
い
て

も
町
で
現
場
を
確
認
の

う
え
連
絡
し
、
草
刈
り

を
実
施
し
て
い
た
だ
く

予
定
で
あ
る
。

峠の湯びほろ

一時停止標識
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▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
が
始
ま
っ
て
か
ら
今

年
で
３
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、

美
幌
町
内
に
お
い
て
も
未
だ

に
感
染
拡
大
が
続
い
て
お
り

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

▼
８
月
29
日
に
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
し
た
議
会
報
告
会
・

意
見
交
換
会
を
中
止
し
ま
し

た
が
、
今
後
、
感
染
状
況
を

み
て
開
催
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
多
く
の
み
な

さ
ま
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
町
民
に
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
、
そ
の
一
環
と
し
て

９
月
定
例
会
か
ら
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
導
入
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
町
民
の
み
な
さ
ま
の

声
を
聴
き
、
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
議
会
改
革
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
博
美
）

議
会
運
営
委
員
会

　

委

員

長　
　

馬
場　

博
美

　

副
委
員
長　
　

戸
澤　

義
典

　

委　
　

員　
　

岡
本
美
代
子

　

委　
　

員　
　

上
杉　

晃
央

　

委　
　

員　
　

髙
橋　

秀
明

「本会議開会中のライブ中
継」や常任委員会の開催日
などもお知らせしています。
　美幌町ホームページから
「美幌町議会」をご覧くだ
さい。
ＱＲコードから
アクセスできます
　　　　こちら→

　定例会は年４回（３月・６月・９月・12月）開
かれ、議場入口にある受付票に住所及び氏名を記
入いただければ、どなたでも議会を傍聴できます。

　日程が正式に決まり次第、町ホームページなど
でお知らせします。

議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か

12月定例会は12月６日（火）頃から
開かれる予定です。

９月定例会の傍聴者は５名でした。
みなさまの傍聴をお待ちしております。

議会ホームページもご覧ください
美幌町議会

ホームページ閲覧件数

　令和４年５月１日発行（No.244）びほろ町議会

広報でお知らせしておりました会議（文書共有）

システム及びタブレット端末が、８月17日、議員

に貸与され、９月定例会から本格的に運用が開始

されました。

　紙資源の環境に配慮するだけでなく、コロナ禍

や災害時のリモート会議での使用など、あらゆる

議会活動で利用することを目的としています。

　今後もさらなる議会運営の効率化を目指すとと

もに、議会のデジタル化により情報共有と発信を

強化し、町民のみなさまとの懇談などにおいても

積極的に活用してまいります。

タブレットを使用した議会が始まりましたタブレットを使用した議会が始まりました

９月定例会でタブレットを操作する議員

こ
ん
な
こ
と
を
決
め
ま
し
た

7月臨時会 すべて原案どおり承認、可決しました。
主な内容は次のとおりです。

専決処分の承認 ◆令和４年度一般会計補正予算（第４号）　                              211万7千円
　美幌峠レストハウス展望休憩室屋外階段等修繕のため急を要し専決処分をした
　ことを承認しました。

補 正 予 算 ◆一般会計
・新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した６事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２億3,256万９千円
・住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事業　             500万円
・エコハウス維持管理用備品購入費　                            68万２千円


